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Jitter Free Sound
Model  JC-2

取扱説明書

●本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質音質の改善を１００％保証する」という性質の改善を１００％保証する」という性質を１００％保証する」という性質保証する」という性質する」という性質の改善を１００％保証する」という性質
のものではございません。
●正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまでご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまにな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質らな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質いと、本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質や他の機材の故障をまねく可能性がありま他の機材の故障をまねく可能性がありまの機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の故障をまねく可能性がありまをまねく可能性がありま可能性がありま
す。取扱説明書をよく可能性がありま読んで、ご理解いただいた上でご使用下さい。んで、ご理解いただいた上でご使用下さい。いただいた上でご使用下さい。でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま下さい。さい。
●ご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に、発煙・発火・異常音・異常な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質匂い・感電などの異常が発生した場合は、い・感電などの異常が発生した場合は、な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どの異常が発生した場合は、した場合は、は、
直ちに電源プラグをコンセントから抜いて下さい。ちに電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。プラグをコンセントから抜いて下さい。をコンセントから抜いて下さい。から抜いて下さい。いて下さい。さい。

2018. 音屋 とらたぬとらたぬ. All rights reserved.

1



Jitter Free Sound Model JC-2 　2018/5/27

世界、トから抜いて下さい。ップレベルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーのジッタークリーナー・クロックシンセサイザー ICである
LMK04805Bを使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましたジッタークリーナーの完成品です。です。

HDMIインターフェース（PS-Audio社の仕様に準拠）でのの仕様に準拠）でのに準拠）でのでの I2S信号の入出力端子を装備の入出力端子を装備を装備
します。また、ジッタークリーニングをコンセントから抜いて下さい。された信号の入出力端子を装備を元にに S/PDIF信号の入出力端子を装備を生した場合は、成し、BNC75Ω
の端子を装備から出力することが出来ます。ます。

［概略］
HDMI端子を装備から入力される I2S（DSD）での信号の入出力端子を装備は LVDSから LVCMOSに変換後、128fs 

MCLK Generator基板に入力され、マスタークロックはに入力され、マスタークロックは 128fsに固定されます。　　　　されます。　　　　
その後、信号の入出力端子を装備はDigital Audio Signal Conditioner V2.0（ジッタークリーナー）での基板に入力され、マスタークロックはでジッ
タークリーニングをコンセントから抜いて下さい。され、位相ノイズは極限まで低減します。その後、再びノイズは極限まで低減します。その後、再びは極限まで低減します。その後、再びまで低減します。その後、再びします。その後、再びび LVDSに変換
してHDMI出力端子を装備から出力します。

入力された信号の入出力端子を装備が PCMでサンプリングをコンセントから抜いて下さい。レートから抜いて下さい。が 44.1kHz〜192kHzの場合は、 とらたぬジッターク
リーニングをコンセントから抜いて下さい。後の I2S信号の入出力端子を装備から S/PDIF信号の入出力端子を装備を生した場合は、成し、BNC75Ω端子を装備から出力します。

各基板に入力され、マスタークロックはに電などの異常が発生した場合は、力を供給しているのは、リニアテクノロジー社が誇る超ローノイズリニアしているのは、リニアテクノロジー社の仕様に準拠）でのが誇る超ローノイズリニアる超ローノイズリニアローノイズは極限まで低減します。その後、再びリニア
電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。レギュレーター ICである LT3045を４個並列で使用した個並列で使用したで使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましたUltra Low Noise Power 
Supply by LT3045基板に入力され、マスタークロックはです。LT3045には複数個を並列で使用したで使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありますることが出来ます。る特長があがあ
り、ｎ個を並列で使用した場合の出力電圧ノイズは個数の平方根に反比例し、１／√ｎ個を並列で使用したで使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありました場合は、の出力電などの異常が発生した場合は、圧ノイズは個数の平方根に反比例し、１／√ｎノイズは極限まで低減します。その後、再びは個数の平方根に反比例し、１／√ｎに反比例し、１／√ｎし、１／√ｎｎ個を並列で使用した場合の出力電圧ノイズは個数の平方根に反比例し、１／√ｎ
とな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。LT3045の出力電などの異常が発生した場合は、圧ノイズは個数の平方根に反比例し、１／√ｎノイズは極限まで低減します。その後、再びは 0.8μVrmsVrmsという極めて低い値ですが、４個並ですが、４個並列で使用した個並
列で使用したにすると 0.4μVrmsVrmsという極めて低い出力電などの異常が発生した場合は、圧ノイズは個数の平方根に反比例し、１／√ｎノイズは極限まで低減します。その後、再び（理論値ですが、４個並）でのとな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。発振器
や他の機材の故障をまねく可能性がありまロジック回路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させるでは、電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。電などの異常が発生した場合は、圧ノイズは個数の平方根に反比例し、１／√ｎのノイズは極限まで低減します。その後、再びがクロック信号の入出力端子を装備の位相ノイズは極限まで低減します。その後、再びノイズは極限まで低減します。その後、再び特性を悪化させるさせる
ため、優れた電源は位相ノイズの悪化を防止します。れた電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。は位相ノイズは極限まで低減します。その後、再びノイズは極限まで低減します。その後、再びの悪化させるを防止します。します。

フロントから抜いて下さい。パネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーには、Digital Audio Signal Conditioner  V2.0基板に入力され、マスタークロックは上でご使用下さい。の Si5317と
LMK04805Bが持っているっている PLLのロックを表示するする LEDが設置されています。入力さされています。入力さ
れた信号の入出力端子を装備にそれぞれの PLLが同期してロックするとしてロックすると LEDが点灯します。他に入力信号します。他の機材の故障をまねく可能性がありまに入力信号の入出力端子を装備
がDSDの場合は、に点灯します。他に入力信号する LEDと、通電などの異常が発生した場合は、中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に点灯します。他に入力信号する LEDがあり、計４個並列で使用した個の LEDが設
置されています。入力さされています。
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［仕様に準拠）での］
入力信号の入出力端子を装備：LVDS（HDMIレセプタクルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーコネクタ：PS-Audio社の仕様に準拠）でのの仕様に準拠）でのに準拠）での

出力信号の入出力端子を装備：LVDS（HDMIレセプタクルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーコネクタ：PS-Audio社の仕様に準拠）でのの仕様に準拠）でのに準拠）での
　　　　　S/PDIF（BNC75Ω）での

入力信号の入出力端子を装備が PCMでサンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数が 44.1kHz〜192kHzの場合は、に
出力します。
それ以外の場合はの場合は、は とらたぬ  とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬS/PDIF とらたぬ  とらたぬ   とらたぬ とらたぬ信号の入出力端子を装備を出力しませんが、受信側の状態にの状態にに とらたぬ  とらたぬ
よってはアナログをコンセントから抜いて下さい。音声信号の入出力端子を装備にノイズは極限まで低減します。その後、再びが出力される場合は、がありますの
でご注意下さい。さい。

対応信号の入出力端子を装備：PCM　44.1kHz, 48kHz, 88.2kHz, 96kHz, 172.4kHz, 192kHz, 352.8kHz, 384kHz
　　　　　　　　BCLKが 64fsの PCM信号の入出力端子を装備に対応します
　　　　　DSD　DSD64, DSD128, DSD256, DSD512

PCMの 705.6kHz・768kHz、及びびDSD1024でも正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま常に動作する可能性はする可能性は
ありますが、その信号の入出力端子を装備を発生した場合は、させる機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質がな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質いためテストから抜いて下さい。を実施しておしてお
りません。これらの信号の入出力端子を装備は動作する可能性は保証する」という性質の対象外の場合はです。

出力されるマスタークロックの周波数：128fs

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。：AC100V 50/60Hz 

サイズは極限まで低減します。その後、再び：高さ さ とらたぬ102 mm　幅 とらたぬ330 mm　奥行き き とらたぬ260 mm 

付属のヒューズ：のヒューズは極限まで低減します。その後、再び：125V1A（予備：２個）での

信号の入出力端子を装備接続用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまのケーブルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーと電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。は付属のヒューズ：しません。
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［ブロック図］
本製品です。のブロック図を示するします。

凡例し、１／√ｎ：　　　　デジタルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザー信号の入出力端子を装備の流れれ
　　　　　　　直ちに電源プラグをコンセントから抜いて下さい。流れ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。の流れれ
　　　　　　　交流れ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。の流れれ
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入力端子を装備
HDMI
・ PS-Audio
・ I2S (DSD)

出力端子を装備
HDMI
・ PS-Audio
・ I2S (DSD)

128fs MCLK 
Generator 基板に入力され、マスタークロックは

Digital Audio Signal Conditioner
V2.0 基板に入力され、マスタークロックは

Si5317
LMK04805B

ヒューズは極限まで低減します。その後、再びホルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーダーAC100入力
IECインレットから抜いて下さい。

Ultra Low Noise Power Supply by 
LT3045電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板に入力され、マスタークロックは

Ｒコアトランスコアトから抜いて下さい。ランス
２次側の状態に：9V4AV4A

LED表示する基板に入力され、マスタークロックは
・電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。状態に
・Si5317 PLL Lock

・LMK04805B PLL Lock

・DSD信号の入出力端子を装備受信

3 Signals
4 Signals

4 Signals

CS8406 S/PDIF 
Transmitter 基板に入力され、マスタークロックは

S/PDIF信号の入出力端子を装備出力端子を装備
BNC75Ω

ブリッジ整流れ基板に入力され、マスタークロックは
C3D04060E ４個並列で使用した個
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［内部の構成］の構成］
内部の構成］の構成について説明します。

5

Ｒコアトランスコアトから抜いて下さい。ランス
　２次側の状態に：９Ｖ４ＡＶ４個並列で使用したＡ

HDMI送受信基板に入力され、マスタークロックは
Digital Audio Signal 
Conditioner V2基板に入力され、マスタークロックは

LED表示する基板に入力され、マスタークロックは

ヒューズは極限まで低減します。その後、再びホルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーダー

IECインレットから抜いて下さい。

CS8406 S/PDIF 
Transmitter 基板に入力され、マスタークロックは

128fs MCLK 
Generator 基板に入力され、マスタークロックは

C3D04060E
 とらたぬ とらたぬ整流れ基板に入力され、マスタークロックは

Ultra Low Noise Power 
Supply by LT3045基板に入力され、マスタークロックは

BNCコネクタ
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［回路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させる図］
本製品です。の回路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させる図を示するします。
回路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させる図の作する可能性は成には水魚堂さんの回路図エディターＢＳｃｈ３Ｖを使わせて頂きましたさんの回路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させる図エディターＢＳｃｈ３Ｖを使わせて頂きましたきました。
１）での電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。部の構成］の回路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させる図
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２）でのHDMI信号の入出力端子を装備送受信部の構成］

7
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３）でのS/PDIF信号の入出力端子を装備送信部の構成］
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［部の構成］品です。表］
本製品です。の主な電気系の部品を示します。な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質電などの異常が発生した場合は、気系の部品を示します。の部の構成］品です。を示するします。

コネクタ類・スペーサー・ネジな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どは省略しました。

9

品名 個数

ケース
OS 88-26-33SS タカチ電機電機 1
AC26-33 アルミシャーシ 1

電源トランストランス

フェニックス 1
基板

1
1
1
1
1
1
1

1-1478201-0 TE Connectivity 1
電源トランスインレット

6ESRM-3 TE Connectivity 1
ヒューズホルダー

FH-032AF エコー電子 1
足

AFM35-16S タカチ電機電機工業 1
放熱器

15PB054-01050 グローバル電子 1

Rコアトランス

Digital Audio Signal Conditioner V2.0基板
128fs MCLK Generator基板
HDMI信号送受信基板
S/PDIF信号送信基板
Ultra Low Noise Power Supply by LT3045 基板
SiC SBD(C3D04060E) ブリッジ整流基板整流基板
LED表示基板

BNCジ整流基板ャック
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［使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま］
電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。投入前の正面からの写真です。の正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま面からの写真です。からの写真です。です。

①入出力端子を装備への接続が正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましく可能性がありまできていることを確認して、電源コードの両端のプラグして、電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。の両端のプラグをコンセントから抜いて下さい。
を本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質とコンセントから抜いて下さい。に接続します。

②電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。を接続した時点で、本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質が起動します。
③使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまを終えるときは、電源コードのプラグを本機材またはコンセントから抜きます。えるときは、電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。のプラグをコンセントから抜いて下さい。を本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質またはコンセントから抜いて下さい。から抜いて下さい。きます。

他の機材の故障をまねく可能性がありまの機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質との関連になりますが、電源投入の順番は、デジタルオーディオ信号の発生にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質りますが、電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。投入の順番は、デジタルオーディオ信号の発生は、デジタルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーオーディオ信号の入出力端子を装備の発生した場合は、
源プラグをコンセントから抜いて下さい。（一般的にトランスポーター）及びにトから抜いて下さい。ランスポーター）での及びびDACと同時に本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。を入れるか、発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。を
まず第一番に入れて、音の出口（スピーカー）に向けて順次、機材の電源を入れて下さい第一番は、デジタルオーディオ信号の発生に入れて、音の出口（スピーカー）でのに向けて順次、機材の電源を入れて下さいけて順次、機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。を入れて下さい。さい。

フロントから抜いて下さい。パネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーには４個並列で使用した個の LEDがあります。
左から電源投入中に点灯するから電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。投入中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に点灯します。他に入力信号する LED、Si5317の PLLがロックしている時に点灯します。他に入力信号する

LED、LMK04805Bの PLLがロックしている時に点灯します。他に入力信号する LED、本機がDSD信号の入出力端子を装備を受信
している時に点灯します。他に入力信号する LEDです。LEDの色は緑色です。は緑色は緑色です。です。

PLLとは・・・Phase Lock Loopの頭文字をとったものです。「をとったものです。「音質の改善を１００％保証する」という性質Phase」とは「音質の改善を１００％保証する」という性質位相ノイズは極限まで低減します。その後、再び」を意
味しており、「しており、「音質の改善を１００％保証する」という性質Lock」は「音質の改善を１００％保証する」という性質固定されます。　　　　」を、そして Loopは「音質の改善を１００％保証する」という性質環状（輪）でのの回
路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させる」を示するします。Si5317と LMK04805Bはジッタークリーナー ICですの
で、入力されるクロック信号の入出力端子を装備と、出力するジッター（位相ノイズは極限まで低減します。その後、再びノイズは極限まで低減します。その後、再び）でのを低減します。その後、再び
したクロックが完全に同じ周波数であることが必要になります。環状の回に同じ周波数であることが必要になります。環状の回周波数であることが必要になります。環状の回にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。環状の回
路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させるを使って、入力クロックと出力クロックの位相ノイズは極限まで低減します。その後、再び関係が変化しないようにが変化させるしな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質いように
調整し、完全に同じ周波数であることが必要になります。環状の回に周波数を一致させるための仕組みです。させるための仕組みです。みです。PLLの LEDが点
灯します。他に入力信号している状態には、位相ノイズは極限まで低減します。その後、再びノイズは極限まで低減します。その後、再びを低減します。その後、再びしたクロック信号の入出力端子を装備が正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま常に出力され
ていることを意味しており、「します。
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電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。投入中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に点灯します。他に入力信号

Si5317の PLLがロック中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に点灯します。他に入力信号 LMK04805Bの PLLがロック中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に点灯します。他に入力信号

DSD信号の入出力端子を装備を受信中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に点灯します。他に入力信号



Jitter Free Sound Model JC-2 　2018/5/27

［接続方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま］
本製品です。の接続方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまです。

●電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。の接続
本体背面からの写真です。（バックパネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザー）でのに向けて順次、機材の電源を入れて下さいかって右側の状態ににある IECインレットから抜いて下さい。で、AC100Vを接続
して下さい。さい。電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。にはデスクトから抜いて下さい。ップパソコンな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どに使われている 3Pソケットから抜いて下さい。
（メス）でのを本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質に接続します。電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。のもう１方の形状は、ご利用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまにな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質っている
コンセントから抜いて下さい。や他の機材の故障をまねく可能性がありまタップに合は、わせて下さい。さい。

●ヒューズは極限まで低減します。その後、再びの交換方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま
電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。ケーブルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーを外の場合はして、電などの異常が発生した場合は、力が供給しているのは、リニアテクノロジー社が誇る超ローノイズリニアされな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質い状態にで行き ってく可能性がありまださい。
プラスドは付属しません。ライバを使ってヒューズは極限まで低減します。その後、再びホルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーダーのプラスの部の構成］分を反時計回しに回すとを反時計回しに回すと
ヒューズは極限まで低減します。その後、再びの保持っている部の構成］分を反時計回しに回すとが外の場合はれます。ヒューズは極限まで低減します。その後、再びの保持っている部の構成］分を反時計回しに回すとから、断線したヒューズ管を取りしたヒューズは極限まで低減します。その後、再び管を取りを取り
除いてから新しいヒューズ管を差し込みます。その後、保持部分をヒューズホルダーにいてから新しいヒューズ管を差し込みます。その後、保持部分をヒューズホルダーにしいヒューズは極限まで低減します。その後、再び管を取りを差し込みます。その後、保持部分をヒューズホルダーにし込みます。その後、保持部分をヒューズホルダーにみます。その後、保持っている部の構成］分を反時計回しに回すとをヒューズは極限まで低減します。その後、再びホルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーダーに
差し込みます。その後、保持部分をヒューズホルダーにし込みます。その後、保持部分をヒューズホルダーにみ、プラスの部の構成］分を反時計回しに回すとをプラスドは付属しません。ライバで時計回りに回すと固定されます。　　　　されます。

●HDMIケーブルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーの接続
HDMI端子を装備は入力用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまと出力用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまで２個あります。
本機に信号の入出力端子を装備を入力するHDMI端子を装備は、バックパネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザー側の状態にから見て左側です。て左から電源投入中に点灯する側の状態にです。USB DDC
な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どのHDMI出力と接続します。
本機からジッタークリーン後の信号の入出力端子を装備を出力するHDMI端子を装備は、バックパネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザー側の状態にから
見て左側です。て右側の状態にです。DACな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どのHDMI入力端子を装備と接続します。
正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましく可能性がありま接続するようにご注意下さい。さい。

●S/PDIF信号の入出力端子を装備出力端子を装備
バックパネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザー中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、央部の構成］に BNC75Ωのジャックは S/PDIF信号の入出力端子を装備の出力端子を装備です。HDMI入
力端子を装備に PCMで 44.1kHz〜192kHzの信号の入出力端子を装備が入力されている時に出力されます。DSD信
号の入出力端子を装備の場合は、や他の機材の故障をまねく可能性がありま、PCM信号の入出力端子を装備でも範囲外の場合はの信号の入出力端子を装備が入力されている場合は、は、S/PDIF信号の入出力端子を装備は出力
されません。S/PDIF信号の入出力端子を装備が出力されていな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質い場合は、でも、受信側の状態にの状態にによってはDAC
からノイズは極限まで低減します。その後、再びが出力されることがありますのでご注意下さい。さい。（音屋とらたぬのテストから抜いて下さい。環
境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質で使っているWM8805の S/PDIF信号の入出力端子を装備受信基板に入力され、マスタークロックはではノイズは極限まで低減します。その後、再びが発生した場合は、します。）での
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IECインレットから抜いて下さい。
・電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。として
　 AC100Vを入力

HDMI
 PS-Audio仕様に準拠）での
　入力信号の入出力端子を装備端子を装備

S/PDIF
　出力信号の入出力端子を装備端子を装備

HDMI
 PS-Audio仕様に準拠）での
　出力信号の入出力端子を装備端子を装備

ヒューズは極限まで低減します。その後、再びホルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーダー
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［免責事項］
バックパネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーや他の機材の故障をまねく可能性がありまフロントから抜いて下さい。パネルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーは、音屋とらたぬにて加工しておりますので、微細なしておりますので、微細なな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質
傷はご容赦下さい。はご容赦下さい。さい。

［保証する」という性質規定されます。　　　　］
本製品です。の電などの異常が発生した場合は、気的にトランスポーター）及びな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質機能に関する保証する」という性質期してロックすると間は、購入者様のお手元に届いてから１年間では、購入者様に準拠）でののお手元にに届いてから１年間でいてから１年間は、購入者様のお手元に届いてから１年間でで
す。
その期してロックすると間は、購入者様のお手元に届いてから１年間で内に、正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましい使い方をしていて発生した場合は、した故障をまねく可能性がありまについては、無償で修理いたしで修理いたし
ます。往復の送料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずメーの送料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずメーも音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずメーいたします。問題が発生した時には、まずメーが発生した場合は、した時には、まず第一番に入れて、音の出口（スピーカー）に向けて順次、機材の電源を入れて下さいメー
ルのジッタークリーナー・クロックシンセサイザーでどのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質問題が発生した時には、まずメーが発生した場合は、したかということについて、ご連になりますが、電源投入の順番は、デジタルオーディオ信号の発生絡をお願いします。をお願いします。いします。
保証する」という性質期してロックすると間は、購入者様のお手元に届いてから１年間で終えるときは、電源コードのプラグを本機材またはコンセントから抜きます。了後は有償で修理いたしの修理とな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。往復の送料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずメーの送料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずメーは購入者様に準拠）でののご負担いたします。問題が発生した時には、まずメーにな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。
修理の費用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまとしては、部の構成］品です。の交換が必要になります。環状の回であれば、その部の構成］品です。代（取得にかかる費用も含にかかる費用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまも含
む）でのを請求いたします。工賃や手数料は不要です。いたします。工しておりますので、微細な賃や手数料は不要です。や他の機材の故障をまねく可能性がありま手数料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずメーは不要になります。環状の回です。
本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質を受け取ってから不良の調査を行い、その結果をふまえて修理にかかる費用との調査を行い、その結果をふまえて修理にかかる費用とを行き い、その結果をふまえて修理にかかる費用とをふまえて修理にかかる費用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまと
おおよその日数をお知らせいたします。その内容について購入者様のご了解を得てかららせいたします。その内容について購入者様に準拠）でののご了解いただいた上でご使用下さい。を得にかかる費用も含てから
部の構成］品です。を調達し、修理を開始します。し、修理を開始します。します。

［最後に］
この Jitter Free Sound  Model JC-2が、お客様に準拠）でのに今以上でご使用下さい。の豊かな音楽ライフを楽しんかな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質音楽ライフを楽しんライフを楽ライフを楽しんしん
で頂きましたく可能性がありまための一助となることを願っております。とな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ることを願いします。っております。

本文書と Jitter Free Sound  Model JC-2の著作する可能性は権はは

「音質の改善を１００％保証する」という性質音屋 とらたぬとらたぬ」にあります。

利用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまの範囲は個人で楽しむ電子工作とさせていただきます。で楽ライフを楽しんしむ電などの異常が発生した場合は、子を装備工しておりますので、微細な作する可能性はとさせていただきます。

営利目的にトランスポーター）及びでのご利用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまはお控え下さい。え下さい。さい。

本文書に記載されている回路図や部品表に従って、個人で楽しむ事を目的にされている回路では、電源電圧のノイズがクロック信号の位相ノイズ特性を悪化させる図や他の機材の故障をまねく可能性がありま部の構成］品です。表に従って、個人で楽しむ事を目的にって、個人で楽しむ電子工作とさせていただきます。で楽ライフを楽しんしむ事を目的にトランスポーター）及びに

作する可能性は製されることを妨げるものではありませんが、そのことによりげるものではありませんが、そのことにより

発生した場合は、する一切の損害の責を負いかねますのでご了承ください。の損害の責を負いかねますのでご了承ください。の責を負いかねますのでご了承ください。く可能性がありまださい。

改訂履歴
日付 版 内容

2018/5/27 1.0.0 初版作する可能性は製
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